












































































































































































































































































































































































































































































順位 正式番組名　　　　　　　　　　放送局人数 曜日 放送時間




2位 すくすく子育て 79 NHK教育 土 22＝00－22＝30
3位 にほんごであそぼ 42 NHK教育 月一金 8：00－8：10、17：40－17：50（再）
4位 いない　いない　ばあっ！ 38 NHK教育 月一金 8：15－8：30、16：00－16：15（再）
5位 えいごであそぼ 33 NHK教育 月一金 7：50－8：00、16：45－16：55（再）
表3子育てのためにみる番組
Wまとめ
　本研究において、母親たちが日常生活で最もよく利用するメディアはテレビである一方で、テ
レビから育児情報を入手できる「育児番組」は母親の2割程度しか視聴していなかった。しかし、
現在初めての子育てで年齢の低い子ども（乳幼児）を育児中の母親の方が．育児経験（現在小学生
以上の子どもを育てた経験のある）のある母親よりも育児番組を利用する割合が高いことがわかっ
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た。育児番組をみない理由としては、育児生活と放送時間のズレや番組そのものに対する認知度
の低さが多くあがった。育児番組は夜8：00から深夜にかけての時間帯での放送が望まれていて、
夫や家族と一緒に視聴したいという声が多かった。また、夫婦間の育児サポート関係が良好な
（良好だと母親が考えている）方が、夫婦での育児番組視聴を希望する割合が高いことが明らかに
なった。また、母親たちは育児生活において、「育児番組」を利用することで、実際の育児に必
要な知識やテクニックなど育児情報そのものを得るだけはなく、テレビ画面に映る自分と同じ立
場の子育て中のママの姿をみて自分の育児を見直す（自己確認）などの充足（7）を得ていること
がわかった。
　さらに、母親たちが「育児番組」で扱ってほしいと考えるテーマのうち、「子どもの発達・発
育」や「しつけ」については、番組で取り上げられていたが、「子どもとの遊び」や「お出かけ
情報」についてはあまり扱われていなかった。しかし一方で‘子育て（育児）のため’にみるテ
レビ番組として、「育児番組」よりも「幼児番組」の名前が多くあがった。これらの番組は、子
どもと一緒にみて楽しむ育児コンテンツとしての役割と共に、番組に多く盛り込まれている歌や
踊り．あるいは登場マスコットやキャラクター（8）のセリフや動きなどが「子どもとの遊び」の
ヒント（育児情報）として役立つ可能性があり、母親たちは「育児番組」以外の、例えば子ども
向けの番組などからも様々なスタイルの育児情報を得ていることが推測された。
監注潮
（1）名古屋市が2004年2月～3月に行った「子育てに対する意識・ニーズ調査」で、子ども（就学前）の世
　　話をする人は、母親が96ユ％だった。子どもの養育者は各家庭で様々な違いがあるが、本研究では、家
　　庭で育児をしている主たる者として、「母親」を対象に研究をすすめた。
（2）テレビ視聴において、テレビを集中して視聴する「専念視聴」、他の生活活動と並行しながら視聴する
　　「ながら視聴」、ザッピングしながらなんとなく色々な番組を視聴する「漠然視聴」などテレビの見方は
　　個人レベルにおいても多様化している。
（3）「その他」の回答として、保育園の先生・幼稚園の先生という子どもの通う園の先生をあげるケースも
　　多くみられた。
（4）地上派チャンネルで放送されている番組に限る。
（5）引用　番組HP　http：／／www。nhk：。orjp／sukusuku／
（6）「子どもとの遊び」に関するテーマの放送は、「ケロポンズの「赤ちゃんあそび」オンステージ』（2回）
　　『身近なもので親子あそび』の計3回、「おでかけ情報」も『散歩のススメ』『赤ちゃんと図書館へGOl』
　　『赤ちゃんと夏のドライブ』計3回だった。
（7）マクウエールは、テレビ視聴行動の重要な要素が日的指向型であるという考えの元、特定の番組（ホー
　　ムドラマ、クイズ、ニュース、冒険ドラマ）について視聴の動機と満足の詳細な受け手分析をし、マス・
　　メディアの利用による充足を
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　　①気晴らし②人間関係③自己確認④環境の監視の4つに類型化した。
　　（デニス・マクウェール　時野谷浩訳　1979　マス・メディアの受け手分析。誠信書房）
（8）『おかあさんといっしょ』の‘ライゴー’‘スイリン’‘プゥート’、『いないいないばあっ』の‘う一たん’
　　など、幼児番組においては、子どもたちが親しみを感じるようなキャラクターが登場する。
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